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タイ国においては、現在、新型コロナウイルスの市中感染の拡大は概ね抑えられていますが、海外からの入

国者に感染者が若干みられています。その様な中、条件付きで有りますが、外国人の入国を少しづつ受け

入れていて、徐々に経済活動再開に向かっています。 

日本人会と致しましても、未だ日本へ一時帰国されて、戻れない方が数名おられますが、会としての活動を

進めております。 

１０日には、『ビザセミナー』、２４日には『遺族年金勉強会』を予定しています。 

皆様方のご参加をよろしくお願いいたします。 会長 小杉 誠輝より 

 

●日時 2020 年１０月１０日（土）９:３０～1０:３０ 

●実施場所 WIANG INN HOTEL CHIANG RAI ChiangSaenRoom 
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●時間  1１:００～１２:００ 

●実施場所は安全対策連絡協議会と同じ会場になります。 

当日はチェンライイミグレーションより、ビザの担当管が来られて、 

最新のビザ申請に関する説明があります。 

お聴き逃しのない無いように皆様方のご出席をお願いいたします。 

 

  １０月２４日（土）1０:００～１２:００

 

●実施場所 日本人会事務局 １０７／１２ Moo 20 T.Robwiang 

A.Muang ChiangRai   Tel  085-8064571（小杉） 
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現在、日本人の平均寿命は男性８１歳、女性８７歳です。 

人は誰でも、年老いて行きます。そして、望まずとも、この世を去る時がやって来ます。 

早く来る人も有れば、１００歳以上長生き出来る人もいます。 

そこで、あの世へ旅立つ前にきちんと準備を整え、今までお世話になった家族が困らないようにして上げる

ことで、死後のことを心配すること無く、現世を安心してエンジョイ出来るようにしたいと考えます。 

しかしながら、ほとんどの人はその時が来るまでなかなか行動を起こせない、具体的に何をすれば良いのか、

気持ちの整理がつかないのが普通です。 

そこで、会では行動を起こすきっかけとして、【遺族年金の会】を作り、エンデングノートや複雑で難解な遺

族年金請求業務について、皆さんと一緒に勉強して行きたいと思います。 

【遺族年金の会】の主な業務として、本人又は本人の二親等（妻・親・子供・兄弟・祖父母・孫）からの依頼に

基づき、承諾の上で次の事柄について手助けします。 

１， 本人生前へのアドバイス（例えば：連絡先、預金口座、車など） 

２， 死亡時の手助け（例えば：葬式、死亡登録証明書、除籍届けなど） 

３， 遺族年金請求の補助（例えば：遺族年金請求書の作成など） 

４， 遺族年金受給後の補助（例えば：現況届の記入など） 

原則として、無報酬とし実費を負担していただきます。 

１， 業務上発生した実費は全て、依頼者側が支払う。（例えば証明書料金、翻訳料、電話代、郵送料、

コピー代、ガソリン代、食事代など） 

●【遺族年金の会】には誰でも参加出来き、皆さんと一緒に勉強できます。 

領事館情報 

Consulate General of JAPAN in Chiang Mai

郵便事情等で現況届が届かない場合 

郵便事情等で誕生月の中旬までに、年金機構から現況届が届かない場合には、日本年金機構からの郵便

の到着を待たずに、年金機構のホームページから『年金受給権者現況届』を印刷し記入するか、手紙に、基

礎年金番号、氏名、生年月日、住所及び理由（現況届が未着等）を記入し、領事館発行の『在留証明書』

（発行日から６ヶ月間有効）を添付して提出出来ます。 
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海外居住者の現況届に添付する書類（在留証明、居住証明等） 

海外に住所を有する年金受給者の方に毎年ご提出いただく「現況届」は、誕生月の末日が提出期限となっ

ています。 

（日本年金機構から年金受給者の方への現況届の送付時期は誕生月の前月末です。） 

このたび、現況届に添付する書類(在留証明、居住証明等)は、誕生月を含めて過去 6 ヶ月以内に証明を受

けたものが有効となりました。 

なお、在留証明は日本国籍を有する方に交付される証明書です。交付申請には、日本年金機構より送付さ

れた現況届、年金証書、その他通知書の提示が必要です。 

外国籍の人は、在留証明に代えて自国の戸籍、住民票に相当するもの、または第三者の証明（公的機関・

公証人等の証明書またはサインがあるもの）の添付が必要です。 

提出期限は誕生月の月末です。 

Support Thai Wife  結婚ビザ （イミグレの窓口で配布しているメモを翻訳しました） 

1.Visa Extension Frorm （Tm7）ビザ申請書（Tm7） 

2.Passport or Ｔravel Ｄocumentsパスポートまたは入国カード 

3.Ｎon-immigrant Ｖisa ノンイミグラントビザ 

4.Ｍarriage Ｃertificate if from abroad have to certified by Ｔhe Ｅmbassy or Ｃonsulate in Ｔhailand and   

Ｃertificate of Family Ｃertificate of Marriage大使館又は領事館発行の戸籍証明書、タイ役場発行の家族

状況証明書原本 

5.Ｔhai wife s ＩＤ Ｃard奥さんの ID カード 

6.Ｈouse register of Ｔhai wife 奥さんのタビアーンバーン（賃貸契約書） 

7.Ｃhildren s Ｂirth Ｃertificate 子供の出生証明書 

8.Ｌetter from Ｔhai Ｂank Ｃertified Money in Ｔhai account（ Aliens Ｎame） more than 400000 Ｂaht        

2 months before and bank book ＯＲ 

４０万バーツ以上の預金残高証明書（２ヶ月前から）、預金通帳 
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9.Income or Ｐension have to certified by Ｔhe Ｅmbassy or Ｃonsulate in Thailand and show income more 

than 40000 Ｂaht/month 

１ヶ月４万バーツ以上の所得又は１ヶ月４万バーツ以上の年金（大使館又は領事館発行の証明書） 

10.Ｍap to Ｈome自宅までの経路 

11.Ｃurrent family photos at your present address 現在の家族（夫婦）の写真  

 

                                             

 



6 

     



7 

今回はメーヤオにお住まいの堀川守正
ほ り かわ も り ま さ

（昭和 17年、1942 年生まれ） 

さんをご紹介します。9月 5日にルミット村のメーコック財団の施設内で 

日本人会のバーベキュー会を行いましたが、その時にお忙しい中参加 

していただきました。 

 

 

堀川さんは、若い時は通信士として日本沿岸で漁をする船に乗って 

おられました。下船されてからもその技術を生かして、当時、開発された 

ばかりの日本語ワードプロセッサーを販売するために、新部所が出来、 

その責任者として携わってきました。 
 

若い時にテレビで「兼高かおる世界の旅」が放映さていたのを毎回興味を 

持ってみていて、世界の様子や出来事に関心を持つようになりました。 

 

そして、たまたまテレビで「チェンライの旅」が放映されていたのを 

見た時に、感動を受け、５８歳の時に早期退職して、チェンライに来ました。 

 

チェンライでは、山岳民族の子供を支援する団体でボランテア活動を 

していました。そこで、寮から学校に送迎するバスの運転手をしていた 

タイ人男性と親しくなり、山地民の生活に特に興味があったので時々、 

訪問するようになったそうです。 

 

ある時に彼の家に同居されていた彼のお姉さんを見初め、年の差が 

親子ぐらいあったが、日本の奥さんとは離婚されていたので、彼女と 

結婚することになり、彼女の村に住むことにしたようです。 

 

現在、彼女は農作業や村の役員などをされていて、大変な働き者の奥さんで、頭が上がらないようですが、

土地も買い増しして、パイナップルや米を結構な面積で作っておられます。 

 

ご自宅はコック川の上流で、移住された２００１年頃は、道路も舗装されておらず、雨が降るとぬかるみ、 

車が動けなくなることもしばしばで、車には常にナタ（倒木を除去）、チェーン（坂道での滑り止めで使用）、

鍬（タイヤが泥でスリップ、泥除去）を常備していていたそうです。 

夕方、山道の坂道で車輪が溝にはまってしまい身動きが出来なくなってしまい、当日は、車を現場に置いて

迎いに来てくれたバイクで帰宅、翌日朝に象で引っ張ってもらったことも有りました。 

 

そのようなことで、２年前には「こんなところに日本人が」の A テレビ放送局のドキュメンタリー番組にも登場 

されたようです。 

 

結婚されて、今年６月で 19年目になり、今は奥さんの母親と奥さんと 3 人暮らしです。 
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中西英樹さんのブログ『チェンライの市場』https://hidenaka24.hatenablog.com/より： 

一部抜粋『（中略）3月以来、何度かバンコク便の予約、キャンセルを繰り返してきたが、8月以降、航空券

の予約はしていない。今年中は無理ではないかと考えている。』 

平岩逸雄さんより：９月７日のメッセージでは、『早くチェンライに帰りたいのですが九州からは未だ飛行機が

飛んでいないし色々難しい様なのでもう少し我慢して、秋の味覚を味わっています。今はぶどう、梨、栗が

美味しいです。』 

長野基博さんのブログ『チェンライ雑記帳』http://meijin.air-nifty.com/より：抜粋『（帰国２０日目）８月１８日

に帰国して２０日余り、やるべき事はまあまあのペースで進んでいる。 

今は、タイの状況は把握して無いが、いずれにしろ普通の方法では簡単に戻れると思ってないので、まだ

日本に居る時間はタップリ有ると思う。なので、そんなに焦らずに過ごしている。』 

会員の中には「ビールやワインに日本酒は飲まないようにしているんだ！」とおっしゃる方がおられます。 

その理由は醸造酒には「糖分が多い」ので、蒸留酒にされているようです。 

そこで、蒸留酒で「安くて酔えるお酒」は何なのかを、私なりにコメントしたいと思います。 

タイで一番安くて酔えるのは、村々にある蒸留所で酒税シールの貼ってない「ラオ」ですね。５００mlのペットボトルだと

３０baht、７００mlで５０baht。一応アルコール度数は30度程度ですがアバウトのような感じがします。 

それに品質的に不安で、健康的？ではないように思います。一寸話が脱線しますが、沖縄の「泡盛」をご存じでしょう。

その「泡盛」の原材料がタイ産のコメを使用していることはご存じでしょうか。タイ米で蒸留して製品化したものに限って

「泡盛」と言えるのです。ですから沖縄で国産米で蒸留すると「米焼酎」ということになります。 

さて、本題に戻って「安く酔える酒」の話ですが、最近コンビニの「セブンイレブン」でも「ラオ」を置いています。写真の

ものですが、６２５mlの赤ラベルと青ラベルがあります。赤ラベルがアルコール度数３５度、青ラベルが４０度です。もち

ろん値段も違って赤ラベルが110baht、４０度の青ラベルが125bahtですから、コスパでいえば青ラベルがお勧めです。

味は微妙に違いますが、通常の「ラオ」と比べると「ツゥー」とくるえぐい匂いはなく、滅茶飲みやすく、４０度の方が味が

あります。オンザロックや炭酸割するのであれば青ラベルがお勧めです。私の村の雑貨屋さんでは赤ラベル100baht、

青ラベルが110bahtで売ってくれています。まとめ買いされるんでした１５bahtの違いは大きいので、成岡まで 

お電話下さい。 095-678-2087
 

https://hidenaka24.hatenablog.com/
http://d.hatena.ne.jp/keyword/%A5%D0%A5%F3%A5%B3%A5%AF
http://meijin.air-nifty.com/
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 50 歳台で一度白内障が出ていると眼科で言われましたが、進行が遅いので手術は必要ないと言われていましたが、

最近左目に霞が掛かったりレースのカーテンがかかったようになり目まいもしたので、白内障の手術を受けることにし

ました。メーサイでは手術ができないので手術のできるチェンライのシーブリン病院に行きました。 

8 月１日（土）午後２時過ぎに病院に到着。すぐに病室に案内される 3 階のきれいな個室、入院患者はいないようだ。

VIPやプレミヤムの部屋ばかりだ。6時頃から目を開く薬が点眼される。夕食も来る。薬の点眼が 3回される、     

通常 4回だが薬の効きがいいから３回にされた。７時過ぎに担架車が迎えに来る。手術室の在る１階まで行く。手術

寝台に移りオペが本格的に始まる。執刀医は今まで 2回検査に立ち会った医師だ。何回も薬が点眼されたがいつ麻

酔をかけられるか心配だった。注射での麻酔なのだろうから痛いに違いない。娘の花子も通訳として手術室に同行少

し離れた場所に手術室着を着せられていた。やがて注射器で目の中に麻酔剤が投与された 10 秒近く激痛が走った。

と思ったらすぐに出刀、自分の水晶体を削り取り人口の物と取り換える作業が始まった。痛みはないのだけれど違和

感を敏感に感じてしまい体に力が入ってしまう。そのたびにぴくんと顎が上がってしまう。医師がタイ語で顎を引くよう

にと言う、その都度花子が顎を引いてと通訳する。自分ではそのつもりは無いのだけれど顎が上がってしまうのだろう。

もっと左側を向くようにという指示も何回かあった。やがて人工の水晶体がはめ込まれたのだろう目の中にゴロゴロした

違和感がある。大きな異物が入った感じだ。その違和感は 5日くらいで取れるが麻酔時の注射針の痛みはその後も

続いた。１週間すると見え具合がずい分回復してきた。2週間するともっと良く成ると期待している。・・・・ 

病院へはメーサイで１度予備検査、チェンライで検査１回、そして手術、１週間後にチェック計 4回通った。     

次回は１か月後に再度チェック。掛かった費用は検査 4,000、36,000入院、手術計 40,000バーツでした。 

結果、１週間で視力が回復 8割程度、遠視乱視のメガネが不要になった。あとは日ごとに回復を期待する。 

２０２０年８月 とべじろう 

 

チェンライ日本人会会員の多くは、タイに何度も仕事や観光で来られ、結果タイに

はまって「タイ永住を決意」された方が多いと思います。そして、訪タイ土産として「タイ

産ウイスキー」の「Mekhong ﾒｺﾝ」を手土産として日本に持って帰られた方も多いので

はないでしょうか？私もその口です。７００mlが４２０baht（現在の市販価格で、空港で

はもっと高いでしょう）と結構高値ですよね。もちろんウイスキーの本場の、ヨーロッパ

のものと比べれば滅茶安いですがね。ところで、この「メコン」が実は焼酎だったのは

ご存じでしょうか。コメとサトウキビの廃糖蜜を原料にして連続蒸留した、日本でいう甲

類焼酎で、酒類ではスピリッツ類になります。そこで、もう少し安い「ウイスキー」はない

かと探すと「Hongthong ﾎﾝﾄｰﾝ」がありますね。これも「メコン」と同じようにウイスキーも
．

どき
．．
の焼酎なんですが、値段は「メコン」の６割の２６０bahtです。それでも高いと思う

私は、今新しく発売されている「Yoohngthong ﾖﾝﾄｰﾝ」（何か「ホントーン」のまがい
．．．

物

っぽいネーミングですね）というのを見つけました。量は 700ml と同じですが、アルコール度数は 30度と低めで、「メコ

ン」の半値以下の１９５bahtです。果たしてどれが「健康的」なのか分かりません。ただ日本でも焼酎の甲類・乙類（乙

類は本格焼酎ということが多い）があり、後者の方が旨味があり、悪酔いしにくいと言われています。もちろんその分高

価なのが一般的です。さて、異国の地のチェンライの田舎では、バンコクのような大都会のように、気軽に飲みに行け

ないので「家飲み」すなわち晩酌になる思いますが、「酒は百薬の長」と言いますが、「過ぎたるは猶及ばざるが如し」

で、ほどほどに止めておくのが良いのでしょうがね。                                                                  文：成岡卓翁 


